
© 2024 SoftBank Corp.

5G普及のためのインフラ整備推進WG
ご説明資料

2024年4月11日

ソフトバンク株式会社

資料２－４



© 2024 SoftBank Corp.

1おさらい：5Gの特徴

高速大容量

多数同時接続 高信頼低遅延
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2高速大容量：需要を踏まえた整備

エリア毎に “必要となる帯域幅” は異なる
荷物が数分の一であれば車線数も相応でOK

（ユーザー体感は同レベルで維持可能）

高トラヒックエリア 中トラヒックエリア 低トラヒックエリア

車線数：必要となる帯域幅

荷物：トラヒック
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3高速大容量：周波数の特性

周波数特性を加味した整備が重要

広狭

短長

少多

帯域幅

伝搬距離

建物等への
回り込み

周波数 低 高

トラヒックバンドローバンド スポットバンド

面カバー適正あり
トラヒック対策適正高

伝搬距離や回り込みの性能が高い

面カバー適正高

伝搬距離や回り込みの性能が低い

大容量通信が必要な場所の

スポットカバー向け
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4

TDD ～3.7GHz

FDD ～2.1GHz

高速大容量

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ

TDD
28GHz

エリアカバレッジ

トラヒックバンド

ローバンド

スポットバンド ※一部産業用途

全ての周波数を余さず活用することにより十分なキャパシティ確保が可能に



© 2024 SoftBank Corp.

5多数同時接続

先行ローバンドでの5G展開においても多数同時接続を実現

スマートメータやセンサ等の端末が中心
ローバンド基地局でもITU‐R要求値（100万デバイス/km²）を満たすことが可能

広域のエリアカバーや屋内カバーにおいて
ローバンドの活用が有効

TDD ～3.7GHz

FDD ～2.1GHz

エリアカバレッジ

TDD
28GHzキ

ャ
パ
シ
テ
ィ
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6高信頼低遅延

DL DL ULDL

FDD帯域のメリット

TDD
イメージ

UL UL UL UL

DL DL DL DL
FDD

イメージ

FDD帯域は常に上り通信が可能なため
低遅延に適している

無線区間の低遅延化

10ms以下 1ms以下

LTE 5G

帯域によらず低遅延化が可能

時間

時間

同一周波数

下り周波数

上り周波数

DL/ULを切り替えて通信

高信頼低遅延は、帯域によらず同水準で提供可能

エリアカバレッジ

TDD ～3.7GHz

FDD ～2.1GHz

エリアカバレッジ

TDD
28GHzキ

ャ
パ
シ
テ
ィ
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7

TDD 3.7GHz（Sub6）

TDD ～3.5GHz

FDD ～2.1GHz

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ

TDD
28GHz

エリアカバレッジ

スポットバンド ※一部産業用途

周波数特性を活かした5Gネットワークの構築

転用帯域

5G専用帯域

各周波数（転用帯域含む）を適材適所に活用したネットワーク展開が効果的
※尚、様々な周波数の組み合わせ活用方法は各事業者のノウハウ

※「転用周波数」は、タイムリーな5G展開が可能、且つCAを
含めた広帯域活用も見込むことができる有効なツール

ローバンド

トラヒックバンド
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8ネットワーク品質向上に向けた更なる取組み

加えて、基地局側/端末側それぞれのビッグデータを活用
AIによるプロセス自動化により最適なネットワーク運用を推進

5G導入時にはパケ詰まり等による問題も散見されたが現在は解消
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9（参考）モバイルネットワークユーザー体感レポート（23年10月/Opensignal）

「 Opensignal、日本 モバイル・ネットワーク・ユーザー体感レポート2023 年 10 月」 https://www.opensignal.com/jp/reports/2023/10/japan/mobile-network-experience

ユーザー体感において、国内で一定の評価を獲得
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10（参考）5G Global Mobile Network Experience Awards 2023（ October 2023 /Opensignal）

「 Opensignal、5G Global Mobile Network Experience Awards 2023 October 2023」
https://cdn.opensignal.com/public/data/reports/national/data-2436/2023_5gglobalmobilenetworkexperienceawards_opensignal_2.pdf

海外でも5Gビデオ/ゲームの体感はトップレベルの評価
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115Gネットワークの継続的拡充

令和2年 情報通信白書（総務省）より https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r02/html/nd111210.html

今後もトラヒック需要は確実に伸長

今後も継続するトラヒック増加トレンドに応じたキャパシティ拡充を継続

音声通話 テキスト 写メ インターネット 動画配信SNSトレンド
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12最新技術動向（3GPP Release 17）

RedCap
（Reduced Capability）

監視カメラ、ウェアラブル端末、
産業向け無線センサ

IIoTやURLLC向け機能拡張 Sidelinkの拡張

• 電力性能や周波数帯を最適化し、スマートフォ
ンなどバッテリーで駆動する端末からの利用など
も可能とする

• サイドリンク通信においてリレーを行うことでカバ
レッジを拡張

• より広いエリアでの時刻同期が適用可能に
• アンライセンスかつ干渉の低い環境でURLLC

通信を実施するための機能拡張
• 遅延低減、信頼性向上のための機能拡張

公共安全やIoT等
新たなユースケースへの展開も

産業連携ソリューション
（スマートファクトリー）

• 多接続用端末等の省電力・低データレートの
ニーズも埋めるべく開発された規格

• 帯域幅やスループットを抑えることで、低消費
電力・低価格を実現
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13諸外国の状況（韓国）

※１ 2022年6月末時点 「2023年の韓国通信業界の展望」KDDI総合研究所（https://rp.kddi-research.jp/download/report/RA2023005）
※２ 「2023年の韓国通信業界の展望」KDDI総合研究所（https://rp.kddi-research.jp/download/report/RA2023005）
※３ 2023年10月末時点 亜洲日報「SKテレコム、5G加入者1500万突破…KTは5G・LGユープラスは回線数の拡大」（https://japan.ajunews.com/view/20231010111326235）

韓国では5Gインフラ/端末ともすでに十分に普及

端末/インフラが準備済みであり新たなユースケースの登場に期待

5G基地局数※１ 78,695局 70,954局 67,322局

5G対応機種数※2 35機種 22機種 22機種

5G対応プラン加入数※3 1,571万契約 943万契約 676万契約
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14今後のネットワーク展開について

“トラヒック増加トレンド”、“最新技術動向”、“諸外国の状況” 等
を踏まえ、適切な水準のネットワークを追求

ネットワーク
容量

トラヒック

適切な水準のネットワーク 設備と需要がアンマッチなネットワーク

ネットワーク
容量

トラヒック

設備の
過剰設備の

不足

※今後のネットワーク展開は、キャパシティ不足の回避だけでなく、過剰なキャパシティ準備についても避けることが望ましい
※必要以上に過度なインフラ整備は、事業者の経営圧迫に留まらず、エネルギー消費問題にも悪影響を与える副作用にも繋がる

適切な
予備率

トラヒック

ネットワーク
容量
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155G整備目標の検討にあたって①

• ミリ波は面的展開が困難なため、“カバー率”といった目標設定は馴染まない
• ミリ波においは、イノベーション/新サービスの創出が求められていることを踏まえ、例え
ばミリ波を活用したソリューション数とスポット数を考慮した評価が考えられる
※参考：米国ではスタジアム/アリーナに加えて、固定ブロードバンド提供も主流（次々頁参照）

Sub6

• 高トラヒックエリアをカバーという方向性には賛同、但し前述の“適材適所活用/適切
な水準”の観点から、具体的なエリア選定は慎重に検討すべき

• Sub6バンドはローバンドと比較して伝搬距離が短く、セル半径が小さいことに加え、衛
星地球局保護の置局制限（次頁参照）について配慮が必要

ミリ波
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16（参考）Sub6バンドの置局制限について

Sub6バンド（3.7GHz帯）は衛星システムとの共用帯域
衛星地球局保護のため置局制限あり

地球局

3.7GHz帯3.5GHz帯3.4GHz帯

衛星システム（地球局受信）

数多くの衛星地球局が運用されている帯域

ドコモ KDDIドコモ KDDIドコモSB SB 楽天M KDDISB

複数の基地局からの
アグリゲート干渉量を入念に管理

地球局と携帯基地局の距離などにより
設置可能なエリアや局数に制限あり
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17（参考）ミリ波の状況（米国）

端末出荷は6割がミリ波対応
スポット用途以外に家庭用の固定ブロードバンド用途も多い

高周波数帯活用に関する諸外国動向と考察（５GビジネスデザインWG 桑津構成員資料）
https://www.soumu.go.jp/main_content/000857642.pdf

IDTechEX
https://www.idtechex.com/ja/research-article/2023-24180-12398-12511-12522-27874-38283-30330-
65306-20170-24460-12398-23637-38283-12392-35506-38988/29010

5Gとミリ波の国内外の現状を見る【前編】
――周波数割当と商用サービス開始

Tele Graphic
https://www.telegraphic.jp/2023/12/19/

出荷端末比6割
がミリ波対応

（2022年12月時点）

ミリ波を固定アクセスに
利用している事業者も
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185G整備目標の検討にあたって②

• 既に認定を受けた開設計画の場合は、その内容を踏まえた比較審査後に認定を受け
ていることから、5G基盤展開率を含む計画の縮小は馴染まない

• 但し、将来を見据えて整備項目に改善の余地がある場合は、社会・技術の変化に応
じて将来の目標を適時最適化（修正/廃止等）していくことは有効

SA

• 現時点ではユーザー体験が革新的に向上するケースは限られることから、直ちの目標
設定までは不要と想定

• 但し、将来的にSAを活用した高速化やネットワークスライシング等が実用化されること
が想定されるため、今後の動向による適時の目標設定が望ましい

その他（基盤展開率）
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